
緑肥作物 (ライムギ)の 品種特性と地帯別通応性

岩手農試 技 術部 ・県北分域

1、 背景とねらい

近年、野菜の振興が進められているなかで、生産基盤の改善と地力の維持が課題 とな

っている。 しかし、良質堆阪肥の確保が困難となつて来ていることから、有横物資源と

して緑肥作物が重要視されその効果が期待されている。本県の高冷地など野菜産地では

夏秋型あとの冬期休耕畑を利用する緑肥作物 としてライムギがあ り、その代表的な品種

がペ トクーザーにたよっていた。 しかし、 この品種は高冷地等においては耐無雪性がgs

く問題であった。 このようなことか ら外国からの導入が図られ市販されているものの耐

寒雪性や生産力に不明な品種が多 く、通品種の選定が強 く要望されている。

これ らのことから緑肥作物としてのライムギについて、麦類の耐寒雪性検定と併せて

検討した結果耐寒雪性と地帯別通応性を明らかにしたので指導上の参考に供する。

2、 技術の内容

(1 )ラ イムギ品種の耐寒雪性

類 ラ イ ム ギ 品 種 耐寒雪性が同程度

の大 ・小菱品種

根 雪 期 間 別

越 冬 株 歩 合 ( 沼)
70日 140

強 サムサシラズ t農林 6 2号6細禅 2号 90～ 100

やや強 ペ トクーザー,早 春 ナンプヨムギ 80～ 100 50- 70

中 寺ングライムギ ,春
一番 ,ハル ミドリ

サムサシラズ(自家採種) .エルボン

べんけいむぎ

ミユキオオムギ

80～  90 30- 50

や や 初 春 ハチマンコムギ 80～  90

ライダックス キタカ ミヨムギ 80～  90

(  )内 の品種は耐寒雪性検定試験で指標として使われているものであり、奨励品種では
ない

2)ラ イムギ品種の地帯別適応性

根 雪 期 間 適 応 品 種 通応地帯における

期待生草重(t/ 1 0 a
100日以上 サムサシラズ 4～ 6

80～ 100日
ペ トクーザー

早 春
3～ 6

80日以下

キングライムギ

春  一   番
ハ ル ミ ド リ

3～ 6

(3)適 応地域 県 下全域

3、 指導上の留意事項

(1 )ラ イムギの播種適期は小麦と同様、県中北部では9月下旬で、晩限は10月上旬であ
る。 10月中旬以降の播種は、耐寒雪性が極度に低下するので避ける。
(2 )前 作の関係等により摘種が運れる場合は、9月下旬播種 (全面全層播 :8～9 k g / 1 0 a )
の1 . 5～2倍の播種量とする。 また、その地帯の根雪期間から設定 した適応品種 より耐
寒雪性の強い品種を使用することが望ましい。
(3 )サ ムサシラズ等導入種の自家採種種子は耐寒雪性が劣 り、収量も低下することがあ
るので注意を要する。

4、 当該事項にかかる試験研究課題名
(1 )、 菱類耐寒雪性特性検定試験

5、 参考文献

(1 )昭 和 5 8年 度指導上の参考事項  『 短期青刈 り麦類の特性』 (県北分場)
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表…1 61年 増村の鉱取地開鎖萱 (技 術部)

高冷地開発センター
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昭和 8 0、 6 1年 度 表 類耐寒雪性特性検定試験  (農 拭 ・技術部)
昭和 6 1年 度飼料作物優良品種の選定拭験  (苦 拭 ・革地部)

品

t(椋)ベトクーザー

2キングライムギ
鉢   一   番
4 ハル ミ ド リ
5 ライタッ クス

7エ ル  ボ  ン
8ハ メレ ワ  セ
9 サムサ シラズ

10(を)弘ウカだけ無)

: 1 ぺんけ いむ ぎ
1 2ミユキオオムギ
1 3 ナンブ コ ムギ
1 1 ハチマンコムギ

※県北は55年括相

O各 主麻場所とも融言
崎、排水良、生育の

回復も良好。

61  12.31 3.13 73

6 1  1 1 . 1 1 4 . 8 1 守

HFttF 12. 7 4. 5 119

85  12.13 3.22 09

12.243.11 73

表-2 生 草調査 i (昭 和8646月 H日 調査 :農試県北分場、昭T8-福 )
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5 ラ イ ダッ クス
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表-3 生 草調査回 (agfぃ 密持月7日調査 :口試高冷地開発センタ
ー、昭町61年描相)
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